ホジトプレ^卜保証窗 




取扱説明書•本が表をなどのを意書をに従った使用状態で保詔期間內に故障した場合には、無料修理いたします。 
製品と本害をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけくだをい。製品のある場所での出張修理や製品輸送 
の場合は、出張料や翰送牌などの実費を申し受けます。 


型名 

EA - G 泛吕ち 

受お名前 

を 1_ 

巧 

1ご住所で 

•お買い上ば日 

•販売店名備 

年月日 


保画期間 


お買い上ば目より 


本体巧 

巧 



•印欄に記入のない場含は無効とな。まずかも必ずご確諮ください。 

1. ご嚴居•ご贈答などで、お買し化げ販売店にお申しつけできない場合は、弊社のお客様ご相談窓口こ 

お申しごけ < ださい。 

2. 保詔期間巧でを次の巧合には有料樓理になります。 

(イ)使用上のおり、およ口改造や不当な修理による故障および摸傷。 

(口)おちし)上げをの輸送•移勤•落下などによるが苗およヴ損な。 

(ノリ乂が•地撰•水香•落雷•その化の天が地変、および公昏塩奋•ガス香麻化ガスなど)、異稱巧圧•指たがの 
使用疆源(普圧’周波数)などによる巧障および損傷。 

(二)一般家庭用なが(たとえぼ業務用の浸時間使用、牽辆•齡おへのとう載)に使巧された場合の故瞎およぴ損傷。 
(ホ)本きのご插示がない場合。 

(へ)本書にお買し)上げ年月日•お客様名•販売店名の記入のない場合あるいは宇甸を含きかえられた場合。 
(卜)消耗扇などの交換。 

3本害は曰本国巧におしでのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

4 ■.本書は證難乂诞などの不可抗力ながで紛失された場合は、再凳巧いたしませんので大切に保存してください。 

•お客樣にご記入いただいた g 日載内容は，な証期間內のヴービス活動およ巧その後の安全点検活動のたゆに 
利用させていただ < 場合びございますので、ご了承ください。 

•この保詔書は、本書に明示した期間•条件のをとにおいて無料修理をお約束するをのでず。従つてこの保詔書 
によって保証含を発行してし > る者(保証責任ち）、およびそれがかの事業者にがするお客様のを律上の権利 
を制限ずるをのではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販 
売店または弊社のお客瑜ご相談窓□にお問し冶わせくだをい。 

象印7ホ-ピン株式含社 

〒邑 30-85 大限市;]ヒ区3^1了昌呂0番邑号巧(06)邑3已6-呂4芭1 


憂情点横 


願 


©ご使巧中、コード•差込みフラグび 
異常に熱くなる 

參湿度調節ダイヤルを「切」に合わせてを 
パイ□ツトランフげ消の■しない 
♦その他の異常や巧障げある 


こんな症げのとをは、故障や 
事故の防止のため、必ず販売 
屈こ点横馆料)をご相談くだ 
さい。 


巨 A - GS 型重)追)® 


Z な JIRUSHI 


ホットフレ 



g 巨 A - GS 35 型_ 

駆觀説明書•猿料理 



♦このたびはお買い上げいたださ、まことに 
ありげとうござしなした。 

馨取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使 
い < だ巧い。お読みになったあとは、大切に 
保存してください。 


駐くじ 


お使いになるまえに 


安を上のご注顧 . 2 

各部のなまえ . 4 

部品の交換•購入に つし、 て•…•5 


' 使い方 


し、"]^ ••••，••••••••••••色 

安全織鶴について . 8 

聰綱舟ミ去 . 9 


お料理ノート 


平面プレートを使って ••••■! Q 
焼閑プレートを使って ••••！ 1 
たこ焼きプレ™卜を使って •• 11 
焼巧プレートと 
平面/トフプレートを使つてぃ12 


お手入れ 


お手入れ . 14 


困つたとをに 


仕樣 . 14 

故瞎かなと思ったとを… ’ I 员 

アフターサーピス . 3贸 

お密穗ご相談窓口 . 15 

傑謡書 . 襄衰紙 


保證含つき 






























































まま上のご注意 


厳帶繫巧!3 く弦を 


•ここに表したをちま填は、ちなたや他の人々への危さや損さを未然に巧止ずるためのものでず。 
• いずれ电ま全に関する重要な巧容ですので、必ずお守りください。 


A 警告 
A ま意 


取り扱いを誤った場合、宛亡また 
は重语 Si を負ラことが想定される 
內容を表します。 

取日扱 U を誤コた場る、傷蕾^まを 
は物的損害*®の凳をが慈恵される 
巧容を衰します。 


が重傷とは、失明•けぴ•やけど(商湿•低湿）•感里•脅巧-中 
塞などで、後适症が残るをのおよヴ治療に入院 • 長期の通 
院を要するをのをごします。 

お2衡害とは、鮮長に入院•長期の通院を要さないけびややけ 
ど、感培などをさします。 


立 

ま鼠 

0 

祭化 


A 記号は、蕃告-を意を促す的容ぜをること 
を告げるおのです。具が舒银ま意巧容は国の中 
や近くにを寧や給で表します。 

Q 記号な、穀止破ち為で最るごと巷告げるを 
のです。具体的な禁止巧をは国の中やおくに义 
幹絵で表しまず。_ 

• 記号は、行為を強制したり据をした。ずる 
巧客を普げるをのでず。具体的な指を内容は圈 
の中やお < に义 S や絵で轰します。 


《3物的損害と肤家屋•家財および家き-ペットなどにかかわる 
抵大損害をさしまず。 



を 

每 

Q 


A 醫 S 


® 

維 Hih 

め： n 手规 fc 

奪) 

を 


巧造はしない。また俊理巧おちながの 
人は、分解しをり裕理をしない 

义が•感里-けびの原因になりまず。修理 
はお賈し、上げの販壳店または弊社のお客様 
ご相放お□にご相談ください。 

城： n たをで蓮を琳ブ芳ヴを扱を簾ししない 
娜麗-けびの恐れびありまず。 

永につけた日、?おをかけたりしない 
シヨート。感霜の恐れがあ0ます。 

コードや養込みプラグび傷んだ日、 

コンセントの塞込みぴゆるいとをは 
巧用しない 


Q 



感逗•ショート•発义 
の原因になります。 


あぽ物料理はしなし1 
义がの原因にな0ます: 


麗込甲フ許 


〇 

化ず離 

あず類 

# 

おず鶏 


温度度節プラグにピンやごみを付ち 
を社ない 

感坦，シヨ—卜 • 篤火の原因になります。 

モ拱だけで使ねせをな幼児の手の屈く 
ところで德わない 

やけど•感電•けがをずる恐れがあります。特にプ 
レートのみちでのやけどにを意してくだをし、。 

交流 1 oov ながでは使巧しない 
义災-感電の原因になります。 


适度 S 節ブラグをなめをせない 
特に班な巧が誤ってなめないよラ注惠ずる 

感潭-けびの恐れがあります。 

コード巧傷つけない 

無理に脚ブたり、引っ强ったり、ねじったり、 
まねたり、苗温巧に近づけた0、靈い物をのせ 
た D 、 巧み込んだ0、加工した日ずるとコード 

が破賴し、) W • 感溝の原因になり策ず。_ 

證化みプラグはコンセントのが萊で 
しっかり麓し化む 

感亟 • シ3—卜 • 発煙 • 発义の原因にな日まず。 

mm 呂 A な上のコンセントを雜でおう 

他の器具と併巧すると分岐コンセント部ぴ 
異常発熱し、発火の願菌になりまず。 

異常•故睹時には直ちに使用を中止ずる 

そのまま使用すると発煙■结义•感電-けぴの 
原因にな0ます。 

く異盛.故障侧> 

•コード.差込みプラグが異常に熱くなる 
• □- 问こ深し)傷やをおがある 
•コードを敦かずと、通尾したりしなかったり 
する 

•焦げ<さいにおいびする 
•ビ U ピリと m を感じる 
• 温度詞節ダイヤルを料狸目盛に合わせてをパ 
イ□ットランフげ点巧しない 
•湿度調節ダイヤルを「切」に合わせてをパイ 
□ットランプび消のしなし） 

このぶ弓な場をは、すぐに證这みブラグを抜しに、 
に逆ず脯備を觀ずる 


•お費い上ば巧商話とおさに記載しているイラストが異なる巧をがち日まず。 

2 




使用中や使裙後しば S くは島題部に触れない 
やけどの恐れが想りまず。 





不撤更な場所や熱に顔い敷物の上では 
使用しない 

义^^^の原因になります。 


巧黯や瓶蘭めなどを庭渡加熱しない 
伍や瓶げ破裂したり過熱して、やけど•けびの 
恐れがあります。 


壁や家眞の近くで使ねない 

蒸気または熱で壁や家具を傷め、変を • 変形の 
原因になります。 


S ) 


I 専用の温度翼節プラグながは使用しない 
•溫度調節プラグは他の«|器に乾用しない 
故障-発火の原因になりまず。 


を 

ブラグを空< 


〇 

进ホ滿 


〇 

なホ滿 




使巧時ながは、差込みプラグを 
コンセントか S 抜く 
けび‘やけど • 絶縁劣化による感電 • 漏電义 
災の原因にな0ます。 


予熱-馬理中は煙やにおいに顧なか恵 
などのか動锡は别巧部屋に寒し、窓を閱 
けるか換気扇を回ず 


萬这みブラグを抜くとをは、コードを持 
たずにをず巧韻の產込みフラグを持って 
引を族く 

感潭•シ3—卜•発火の原因になります。 


お手入れは冷めてか S 巧ラ 

高溫部に触れ、やけどの恐むびを0ます。 


お願い 


■巧巧力/卜をはずしてお還してください。が(おの原锁 

■焼竞をの料理やおし焼巧料理むがの用逊こ使用しないでください。 

圓巧敵あが巧れたままで使巧しないでくだをい。また逆熱板の水洗いや御 il 製たねしなどでのお手入れは巧鋪こしな 

いで < だをい•(本がガードの巧形•設屋面(テーブルなど)のミ届度び上びる原因） i - 1 

■锁り扱いはていねいに巧っでください。斌障•破損の原因） 避気巧——^ 

a 新聞紙など、本な篡勵(本体かード)の迦氣巧をぶをぐぶうなものの上では使用し 一1111 1麵111111111111111111、 111111111111 

ないでください。また、じゅうたん，座ぶとん•たたみ•ビニールシートなど热に驟い 111111^ 

ところでは使用しなぃで<ださぃ。(义が•巧園の焦げ•本体のを形などの原因） - 

■ブレートを他の熟激(ガスコジロなど)で巧巧に使巧しないでください。 卜〜、么 L 一 ， M 

城盾•変あの原邸 ソ令 

■おくな。たふた巧ピニールク□スゃテーブルの上に置かなぃでくだをぃ。 、— 一 y 

娜おがつく恐れ） i - 1 

■ガラステーブルなと•、表茵がガラス搜のものの上では巧用しないでくだをい。 （ - 1 

(熱でガラスび割れる原卸 み . ノ/ 

■プレートのフッ素な顏を長持ちをだ、傷めないために巧のことを追ずおすりくだをし、。 ぷ 一一** ^ 

•先端やコー•ナー•部び鋭利な市販の金属へラは使用しないで < ださい。 i«r 

•ヘラの先端やコーナー部で強<こすらないで<ださい。またプレートのコーナー部を 4=1 \- ザ^ 

こず S ないでくださし、（プレートになびつく原因） L ……"ピ タ' : 

禱ナイフやフォークなど鉛利な巧物でこずらなしでください。 を B へ度 

参焼巧プレート•焼肉八ーフブレートには金属へラを使用しなし巧ください。 

脯廣•変おの原邸 ^ 心ソ 

•ぶたをした状態の空焼をや、長時間の空巧をはしないでください。またブレートを ^mu ^ 

直火にかけなしでください。 JX /7 

さ研磨剤入 D 就剤•みびを粉やナイ□ンたねし、またはを属誤のたむしなどは使巧 C / 1 — で,/ 

しないでください。 - - >*-! 

♦フレート①表嵐、およびき励こ巧れが残ったまま放置しなしでください。 を尾てラの プレ::卜を」 

巧截辭)や稳分(ソース•しょうゆ•樹などは廣食の原廣になります。またが着物により 置ろ-部 コーナ ー S 

焼きむ!3がでさて謂理物の風味を損ないまず。泌ずされいに技手入れして< ださい。 * - ■ 

ろ金属製の串は使巧せずに竹串を使巧して< ださい。 

■通ち巧節プラグについて故度•破損の原因になりまずので、巧のことを滋ずおず。くだをい。 


酱三 S 


.金属へラの先端 


域 

コーナー部 


•專话のものを使用してください。 さ 

♦使用截ま、ヒーターセツトから滋ず取りはずしてください。 , 

•誠に分解しないでください。 

*纖椿.まをみ口 •差込みプラグめ汚れ約まこりは'必ずをきおって使巧してくだをい。 

着辟ける、 g とをまとき医上でちごじるなも EM ち ilim 巧《括き IA 。 畜轟择 

春倭臟、フック部に油巧れがが着した場きは、きれいにをき取ってください。 
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似下、焼肉 A —フブレート) 



な把を3爭 


巧 n ける、遊とずなだ就驟 


扱ねないで<ださ： S 。 
















































































































































































































































































































































































































































































夏々く焼肉プレ-卜を使う場合: 


® 本体;巧™科こ遞熱板、水强皿を取りつ执 
水位線まで婉入れる 

雜水受皿にはおず水を入れて< ださい。 

(义災•故障の原因） 

•適熱板に直接水を入れなしでください。 


③水受皿に反射振を敬りつける 

♦反射板は必ず水の入った水受皿に取。つけてくださ IA 
(火災•故障の原因） 

感ヒ—夕—セツトを取りつける 
® 規巧ブレ™卜ぉ酝りつける 
這姨?肉 y フプレ™卜または 

平面/ \ーフプレートを巧りつける 

獲が-ドが城聊郎陆レがレ嘘《招益が， 1 ..; 

… W ザが脚:;: i ; が醋麵麵画 li 闺 

>誠；2&塑微揣产卜姑 f 

:;;:;;:::ぉ県册 I :ぉ促病 Ik 賊:四;就廊聴み.;破洒 y ;か;::;;; ……I r 

雅陆手伽晴の麵猫麵グ紙麵 

强こ差 ua ま机、でくがぃ.（細の原卸 

11111 の 1111 い 111 いい .111 いい 1111111 JII I I111111111111111111111111111111 I'm 111111111I I 

#3|8«誦ドにヒーターセット领〇。けると艦 

i 品 iWK 纖领りつけなださい肥;;;;;;;;;;;;;;;;;;國^ 


樵皿。部 — 、 

水™ —が韻 

r'v がバ呼画 

こン/^ 

% ''^*****«««=^*^ — 本巧ガ~~ ド 


病巧 A - フプレート 
巧巧プレ-卜….、、 


ヒーターセット 


参がず r おもで J を 
上にして入れる 

in if .¥; 


CM ; ‘滞臘細の原因} 


♦糖つけのお讯紐しく， 
觀こ巧ってくださ 诚 
狄狐倒ブど•故障巧 
原因卖 


* 1 


巧の 


八ーフプレートの取0つけ方 


©； い-フプレートとつ手部を持ちなが5、感熱 
掩挿入部を八ーフプレート換知穴に入れる 
感矢印の方向へ八ーフプレートとっ軍部を下 
ろし、取なつける 


♦ヒーターセットをを貝部の 
凹部に、ヒーターセットを 
L のせてくださし、。 ( 4 力前 


本みガ—ド 

•ヒーターセットを取りつけ 
るとをは、ヒーターセット 
部①に饱こヒーター 
セットをのせ、次にヒー 
夕ーセット受金具部③に 
ヒーターセット持ち手倒 
,を巧0つけて<ださい 。 ■ 


おが賣砸おぶ巧展骑療段:取な3はな U で < 括を ! A 

焼离プレート勒外で?お受皿•反射板を使用ずると、 
汚れやこびりつをの原因にな D まず。 


ミこの製品は焼きもの輯理や蒸し焼き斜理をするための謂理器具です。他の用途にはお使いにな5なし巧くだをし、, 
•お使いになる前に、プレート•ふたを乾しすこ桑5かい布できれいにないてくだをい。 





①温度調節プラグの感熱揮域まで確実に莲し逆粒 
® 靈遂みプラグをコンセントに證し遽む 


参 r 切」目盛热ミイロットランプに 
合つていることを灌認して<ださい。 


巧湿度調節プラグはま度臨巧用です。他の製品に使用したり、他の器異のをのを使巧したりしないて•くだをい。 
•温度調節プラグは、ブックの半巧朦毎图営啓 猫をを方親) がを部見完るぶ別こ輿まで確実に 
差し込んでくだをい。差し込みが不十分な場合、プレートがあたたま5ないことがありまず。 

また、温度調節プラグの異常凳熱による事故や故障の原因になりまず。 

fO 正しく®的け於巧巧 I X 苗しあみが不十せ煤巧篇1 J %1 



-をを呂力所の目巧がを部見完る- 




し目印がなれて W る胃^ 


ー フジク ー 
(をち2力齡 


•溫度讚節プラグをはずずとをは、左ち2力所のフックを押さえたまま引を巧し VC くだをい C 
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I——flOWW *WWWriB jh — ibB—b biihwp 

で観*爾理 9 な 


①温度調節ダイヤルを圃し、料狸に庶じてず熱圍盛 (1 4ひ 
20日）をパイロットランプにをわせて予熱ずる 

0 くイ□ットランフが点:0し、遥電開始） 

♦ふたをしてホ熱をしないで < ださい。 

♦ず热時は、ず熟目盛な上の温度に合ねせないで < ださい。 


溫度調節ダイヤル 


媒^ 

M 




if 

料理の目やず 


平面ブぃ 


巧巧ブレ- 


たこ焼をプレ- 



圓 


予熱目を1^目な 




焼肉ステーキ’たこ焼きなど 


焼をそばなど 


お巧み焼を’明石焼き’ぎよラざなど 


170 i\yi t :— グ•ホットケーキなど 


クレ—プ•うす焼を卵など 


i 化助!巧 r 


次ページへ病く 











































































































































































































































































J 驅墙. r 蒼— 


•黄理中に焼肉イトワプレートと平菌;トワプレートを交換したり、巧りは 
ずしたりしないでくだをい。 

八ーフプレートとつ手および焼肉ブレートぜ熱くなつていて、やけどの巧 
れぜありまず。 

巧焼肉プレ…卜で調理中は水受皿の水が 1 時闇で約巧 Om ! ずつお猪してい 
をます。 

長時間使用する場合など、萬理中に水を足すときは、否源を切り、製品を 
10 分程ちをましてか 6 水をちしてくだをい。 

• み受皿に高温の油びたまっている状態で水を入れると、巧び散った油 
びヒーターに付着して油から凳乂する恐れげありまず。(义巧の原卸 
• かを足すと蒸気び出ますのでごを意ください。(やけどの恐れ） 

• が受皿に水を入れ過ぎなしでください。 

(が受皿よ。水があふれ、お熱板の巧れせび•変色の原卸 


九ート巧部 



みををずるとみたをしないとをよ日をプレート J ； 
の表面温度び30〜40で商くなりまず。また、焼:: 
きぎょラざ‘目玉焼を•八ンバーグ•ステーキな:: 
ど、焼ををの料理や蔡し焼きお遭のでをあがり：: 
が早くなり、ソフトに仕上がります。 : 


〔ぶなを聰るとをは•う 


♦調理中はふたとっ手び熱 < なっているので、や1 
けどにを意して< ださい。 

♦蒸し焼き料理やステーキを焼くと动ま、フレ ー I 
卜とふたの間からの慈気や油の飛び散りによ 
るやけどにを意してください。 I 


•巧巧きのげ巧でふたをしなし巧 < が ! ■illliii 
♦ みをはブレ "- 卜の & をのせ部に巧 § 8搬11獲攤 , 


f をい。本制—ド社にるたが漏 iilliS 


本体の巧巧 • 巧おや、やけどの巧れがおりまず。 



イ使用鑑 



① r 切 J 目盛をパイロットランプに合わせたあと、差込みプラグをづ戸 V 
コンセントか5抜く 

③プレートが十分にをめてか6(使用澄約3日分)温度調節プラグを ^ ^ 

ヒーターセツトかち抜もお手入れをずる 

參使巧藍後(ま成を，ブレート‘氷受皿，反射祗’ノ、一つブレートとっ手*ヒーターおジト（ヒーター* m 
扳•建なみ口）•感熱棒揉どが熱く為:っているので註競して或想をい。保けど敬恐れ） 

♦溫®プラグを誦し&ままでプレート在籍ち上!推し巧くだきい。（被障.破擴の臟） 

•ヒーターセツト{ま差這み□部だけを持つてはずさなし巧くだをい。城磨.破潰の願） 



この製晶は、なのようなしくみになっていまず。 

がレ…卜额1廉に敢りつけなし1と、溫廬調節プ5グな搔続で宽蒸せん。 

か遍藤調節プラグ振接続し賠萊萊では、ブレ ー H ま减ずせ萊せん。 

無理に温糜調節ブ芳グ拖攘続しおりブレ ー h 據!まずしおなずると、散階の願園に 
な目ます巧で絶対にしないで < ださい。 



巧い方が蒂 


お願い 
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巧巧がレダーを篇ま、で讓こ链巧脈のちる 

①お肉/トフブレートの上下に巧などを入れる 
(傷つを防止のため） 

③平面ィレ-フブレートは平面ゾトフブレート用緩衝 
材にセットし、平面プレートとぶたの围に入れる 
③各ブレートのとっ手を重ね普わせる 

破親ホがダ〜の ± 11をかぶがフジタ度力威)巧 
しっかり止ある 

聴 !! ホがダー ■ をなで、扱錫あパー■をかぷせる 


巧巧方バ咱ザタットに MS 肪ラク巧ん ns 

♦感熱椿を上にして入れてください。 


本がガー房巧めリブの間に収曲ホルター { T 個)が 
入るように合わせて苗いてくだをい。 

正し<合わせないとフックが閉ま 6 ず、収巧ホルダー 
がはずれる恐れがありまず。 


•3化•平面プレート燒が u - 卜献規がレート献れな W とブレートび a け*ちます。 

また、巧納ずる H が正しくな I 化なかがレダ HWEWI 巧まらず、ブレートが巧け»巧る巧巧胜がお扫まず。 

參収辆ホルターをはめるとき、指を挟まないようにを意しな殺张换 I …- .-■- ijr-j 

•賊厘谋とき!ま'瑕抑本ルぎ—獻りドルを擦って蓮/ぶ X がをいお:： _ 

また大きく竣ずったり、衝奪を放えたりしないでください。 がみ ( T — 勺 

•収納巧ルダーを関しずこ状態で違ばないてべだをい。 I 

まも収がホルタ^のフックはしっか Dih めてください。 . . .. 

•水平に殺納すると活ま、上に物を置かなし巧ください。 I グタ' 

參鑛に置いたり、星んだりしないでくだをい。 

•本が好をめてか弓取納力/ をかぶせてください。 


♦立てた巧態で、暇親ホルダーのフックを開けないでください。 
(フレートなどが落ちてけがの原因） 











































































































































お料理 y - 卜 


調理中は、油が請び散ることがありますので 
十分に注意してください。 



の天かず..•...•却賊韦妈轉 • 

なしよ弓が> . 

山し、を(ずりおろし）.. 
点。ぎ辛.，.’.. . 

キ iw * く ， y .：：：：；*：：♦：；♦；*：»： 

思肉满切が•……… 
えな•し、か...,,•:*: 

サラ鄉 .. •いい山山古 

かつお節•育巧り•なしょうが 
お穿み規をジース• •>>…1 


@予熱をします。約10分をプレートげ熱 < なれば 
サラダ油を薄くひしで食をのせ、その上に豚肉- 
えび•いかなどの具をのせまず。 

@片画に火が通ったら裏遐して両画を焼をます。 
@両面ぴ焼けたら、お好み焼をソ--スを塗り、かつ 
お節•きのり•化しようびをお好みでかけまず。 


麻日 ■] 140 
iniBflT 140 


每焼をあびれば®をクレープの上に置き、4つ 
に折り、粉破糖をみりかけまず。 

:◊トッピングにかさく切った：7ル…ツやナッツ•生 
:クリ…ムを入れたり、ホワイトソ…スであえた 
:シ…フ…ドやツナヴラタなどを加えてをおい 
-しくし)ただけまず。 

:◊表画にタイヤカットす f ンプル仕上ぱの模織が 
:つくことびありまず。 


II あ6かじめ卵•牛乳•ヴワークリームを混ぜ合わ 
せておきまず。 

魯ボールに薄力粉を入れ、巧をかしずつ加えて混 
ぜ合わせ、約30分おさます。 

感貸にとかしたバターを加えまず。袋)を混ぜ合わ 
せておきます。 

每予熱をします。約1日分後プレートび熱くなれば、 
ヴラダ油を薄くひき、魯を玉じやくしに取り、直徑 
約2日 cm に薄くのばして両面を焼きます。 
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Ba 画 ! 画 


規巧プレートを使って 


国が— 腊證ま•つく城 


•必ず水受皿に水位錶まで水を入れ、反射おを巧りつけて < だをい: 
參韵理中は水發皿に水をこまめにおしてくだをい。 

‘一ぉ* 彌目盛 i 这〇因: 

ベ巧ミ m 目*班因 


萬を如 . 

まねぎ•••••，••••••••，•一 • 

!'しょう樓ぃ 

く&>^ みりん■•••••■•■■•♦け 
11111 

サ券ダ油… . 

♦■♦■♦■■け■♦■■け 


呂〇〇爸 
….巧 
呂 OOg 
Jv さじ呂 
•• 鶴 
大さじ4 
がじ3 
かさじ！ 
… 巧百 
"1 白本 



か >一 

0 ® は少し煮詰めておをまず。 

@をも肉は一□大に巧り、ねぎは 3 cm の長さに切り、巧串に交互に刺しまず。 

@®は粘りがでるまでよくこね、竹串を包むように棒状にまとめまず。 

@水受皿に水を入れ、焼肉プレートを取りつけて、焼肉八ーフフレートをのはまず。 

@予熱をします。約1日分後プレートび熱くなれば料理目盛を區邑团に合わは、ヴラダ油を薄くひいて、 
を她ベます。 

@逾中で襄返し、©を塗って両面を焼を上げまず。 

たをずると早く义ぴ通りまず。 

◊竹串び熟くなっていまずので、はしを使ラなどして十分にを意して<ださい。 


た C 規さプレートをなつて 


•蘇属艇の窜はブレートのツッ索被膜を傷める原因にな0まずので、 
巧串を使用してくだをい。 


■たこ焼き 


巧 iSM 800 
期目 a 百 so 


孤{薄力粉 . . 说カジフ 

W しべ-かグパが-…•かさじ！ 
弗………‘………… S 植 

だしか .6-7 カップ 

{しょ弓ゆ….…••…ホをじ呂 


，ゆでだこの是 ".3 〜轉 
掃げだま…••班〜30良 
長をき闊の切日)山 S へ *3 本 
括しよ號•一 ifV . ii :,* .•い. 


ソー . 飽かつお節 . 飽 

ちのり . .适宜サラ伽"………••… ms . 


〇ゆて•だこの足は食べやすしけ:きさに切っておきます。 
か霞によく混ぜた(霞をダマにならないように溶を 
混ぜ、タネを作0まず。 

曾予熱をします。約10分後プレートが熱< なれば 
料理目盛を[£5〇1に合わせ、ヴラタ油を薄くひ 
きます。 

@タネを巧に流して©を加えて焼をます。 

@まわりび固まってをたら竹きでひっくり返して焼 
き上ばます。 

@器に盛り、ソース • 青のり-かつお節をお好みで 
かけまず。 


■巧ち病き 




が巧如 0 
促巨 B S0Q 


CHI 游这國巧》 


{■扉 . 

® だしホ . 

L しょ弓ゆ . 

健でだこのを‘ 
( だし汁…••••一" 
<1)<^5ずに!しぶラが》 

t 獻ん . 

ちさつを（ホロ填]り） 


館サラ伽’ 


. 幼‘ップ 
•" 12宿 
. S カップ 
かさじ2 
2〜3本 
" S カッブ 
•かさじ2 
■かさじ！ 
"•’適き 


@ゆでだこの足は食べやすしけ:きさに切っておきます。 
貧薄力粉によく混ぜた感をダマにならなしなうに 
溶き混怯タネを作ります。 

曾予熱をします。約10分後プレートび熱 < なれば、 
サラダ油を薄くひをます。 

每タネを巧に流してたこを加えて焼きます。 

貧まわりび固まってきた6行串でひっくり返して焼き 
上げまず。 

曾あさつきを加えた温かい風こつけます。 
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規巧プレートと平面八ーフプレートを使って 


スパグ沪ィ ....120 g 

f が镇わたを巧り除く)… . S 尾 

邮いが魄騰取直)蜡紙、。 4 Qg ) 

具柱 * ぃ* ♦♦♦.♦イイ::* * > • ■ ♦ * い* • 00 

' ピーマン巧または巧' • •好:•聞;:诗4す替:;，ザ:麗户^桓 

才り一'^^^，••■■■• • • • «« ♦. ，> •: y おを 

にんにく(薄锡りう…パ••占…，••去ぉ而ぉぃ備^ 

K ? ■卜饭を巧を、おみじん班日) • ******; ぉ*^^; ^ t 卜中1恆 
トマトビユーレ.;,ず培.,串町い;,;,;马!:;.，骑戰靜雖器封’’太をじ呂 

/なリまた肋 f 巧い:*;叫;掉与*;おい:^•み刊:叶叶叶:’"ち宜 


©いかとピーマンは食べやすい大きさに切りまず。スパゲティはゆでて、ざるにあば、麵びくつつかない 
ようにオリーブ油大さじ的{分量が)をまぶしておをます。 

曾氷受皿に水を入れ、焼肉プレートを取りつけて、平面ノトフフレートをのせまず。 

贷予熱をしまず。約1己分後プレートげ熱 < なれば料理目盛を歷151に合ねせ、焼肉プレートに@をのせ 

て焼をます。 

平面八ーフプレートにオリーブ油をひき、にんにくを加えて霄りげ出るまでげめまず。トマト•ゆでた 
スノげテイ‘トマトピユーレを加え、盧•こしようをして混ば合わせまず。 

@スノげテイびあたたかくなれば皿に盛り、おき上びった®をのせ、ノ くセリまたはノてジルを散 5 します。 


貧ず熱をします。約15分後フレートび熱 < なれば 
料理目盛を!25〇]に合わせ、焼肉プレートに 
嫁薄切り肉とアスノ巧ガスをのはて焼きます。 
平面ノ、ーフフレートにサラダ油をひを、感を玉 
じやくしに取り、円型(狗 15 cm ) に薄くのぱして 
両面を焼をます。（幾平面八ーフブレートで一 
廚こ2枚焼けます。合計8枚焼きます。） 

贷皮に霞を塗り、生八ム、焼を上げった豚薄切り肉 
とアスノてラガスをのせて端から卷いていをまず。 
巻を終ね0を下にして、盛0つけます。 


@®はダマにならないように憑ぜ合わせます。働まよ 
く混ばをわせておきまず。 

每水受哑に水を入れ、焼肉フレートを取りつけ 
て、平励トフプレートをのせます。 


誦 D - ス トべ：ジ安ブ II & チーズ琴イ ；I 


^ ia : を0 白 
腿目 S 豆邑凸 


CI 3(« a ^> 

广 {こんじん (SmfTih に巧る） ••.••■••••••••• 本 

知か酌ゃ (1 己 m 谓[期お… . •，…レ8個 

し じゃがいをり cm 箱になる) . 中1個 

アスバラガス《おがこ切动 . 空本 

マッシ山レーム {4 つに巧る）..;. . 補 

しし3— ん…. . . .. —已站 

サラさ巧"* •• V *'** パ.’け’:おたが: * • るち 

塩•こしよラド:ド;お:.;,ド:ド;••适き 


巧劇ま巧串びスッと通るくらいにゆでておきまず。 

曾水受哑にかを入れ、焼肉フレートを取りつけて、 
平風トフプレートをのせます。 

每予熱をします。約15分をフレートげ熱 < なれば 
粉理目盛を で551 に合わせ、焼肉プレートに避)と 
アスノ くラガスをのせて焼を、塩•こしよラで味つ 
けします。平画八ーフプレートにサラダ油をひ 
き、マッシュルームを炒め、感を加えて焼を、塩•こ 
しようで味二)けします。 

©焼き上がったご飯と野菜を厕こ盛りつけます。 


mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm 


ハンパ*—ガーパーテイー ( 3 種) 


巧 i 巨薩 S 00 
巧■巨 fi S 50 


がナ&樂テ胃巧胃 

イングリジかユマフィン片捕柄: . 豆盾 

r ツサ巧が口巧し齡い;•■ル 1 宙游孤苗 
麻 < じやがいがゆ前つ巧ザ》 .mm:-* りお*!桓 

W 巧(とをほぐず》 . 1ぉ 

t 喊■にしょぅ 

サラが i "::'.觸 マスタ—ド画鮮、適宣 
バタ-- 遣直 ケぞヤツブ 適宜 


A 么&タニタン巧…巧一 

励(巧 

■ c ；/ 州巧シユマフィン,:.:,:::,;;，::，;:，:;:与:巴?;,;;:，:.,....ぃ呂宿 
なリ、ムリ cm ® 巧觸り H ;; 匪歴繫.呂を 
掛 1 宝ねぎ。 emi ®® 駒が 
ぶが- ..... •願 マスタードおお:•適威 
ケチャップ.‘.:••適富 


0 イングリッシュマフインは横にスライスします。風ま混ぜ 
合わせておをまず。 

曾水受皿に水を入れ焼肉プレートを取りつけて、平面 A — フ 
プレートをのせまず。 

曾予熱をしまず。約1己分をブレートげ熱くなれば料理目盛 
を 留浸！! にをわせ、焼肉プレ-- h にイング I 」ッシュマフィン 
をのせて両面を焼さまず。平面八-"フプレ-"卜にヴラダ 
油をひき、®を玉じゃくしに巧り、イング U ジシュマフィンと 
同じ大まさに2枚焼をまず。 

@イング U ッシユマフインがきつね色に綱ブたら、バターと 
7スタ'--ドを蟹り、焼を上がった®とケチヤッフをはさみ 
まず。 

のイングリッシュマフィンは横にスライスしまず。 

@水受皿にかを入れ焼肉フレートを取りつけて、平面八一 
フフレートを①せます。 

曾予熱をします。約旧分後フレートび熱 < なれば料理目盛 
を医50に合わ怯焼肉ブレー H こイングリッシュマフィンを 
のせて兩画を焼きます。平面八ーフブレートにサラダ油を 
ひさ、®を焼をます。 

@イングリッシュマフィンびきつね色に焼けた5、ノて夕一と 
マスタードを塗り、焼き上びった®とケチャップをはさみ 
まず。 


A 11、一一げ ぶ I 巧イングリッシュマフィソホ横にスライスします。 

へ/しジ■/、■乃— 曾®をせん切りにし、@とよく混ぜ合わせておきます。 

123 ©水受皿に氷を入れ焼フレートを取0つけて、平面 A — 

インのッシュマフィシ . ■..，.....ぶ僵 ソプレートをのせます。 

ザャベジ…指巧 r 卵(とき读ぐバ^•始值@予熱をします。約巧分後プレートび熱くなれば料理目盛 

をやし…骑方が mmm …おカップ を這畳日]に合わせ、焼肉プレートにイングリッシュマフィンを 

感^ にんじん …•巧宫 L 巧. こしょう… •が々 のせて両面を焼きます*平面八ーフプレートにサラダ油をひ 

ピーマン••中；!4僵 き、曾をイングリッシュマフィンと同じ大きさに3枚焼きます。 

I 巧巧口!トム.•夏垣 每イングリッシュマフィンがきつね色に焼けた5、バターと 

サラ然由.••.適宜マスタード . 适宣 マスタードを塗り、焼を上げった曾とマヨネーズをはさみ 

バター . m & マヨネーズ . 道き ます。 


T 勺 

1 V 






































































IL ご使巧ごとに必ずあ手入れをしてください。こびりつ选を 

觸 JTVX 哨も そのまま放農しておくと、焼をついて取れにくくなりまず。 


ブレート总がのお手入れは製品が十分に冷めてか豆行ってくだをい。 


旌黄が ①台所用中性洗剤を含ませた巧で巧れをぶき取る I 

⑤洗剤を使った後は、固く絞ったおでふく > 

③最後に乾いた柔らかし)布で水分をふを取る 

馨ご巧巧ごとに@サお芋入れをしてくださし、巧れをその 
まま放置してお< と、巧をついて現れに«なりまあ 
(» 适熟巧は水辨いげ L 巧い)、を巧巧のたねしなどでのお 
手入れはしなし、でくだをレ、 

哀面がをびをり密をしをりずると、宙熟効果好十分に巧 
津できなくなり、本みガードが無したり iSB 面(テづ 
ルなど)の通ちが上がつてしま弓場合がち0まず。 


本体方ード 

をを 
水 IBfl 

mm 

を鹿へラ 
麵ホルダ’ 


混度讀節フラグ 

草&を □ 

平厨ブレート 
焼巧ブレー；卜 
巧肉 A --7 ツ U - 卜 
平面れーフ: a /— 卜 
たこ病をプレ^輪 


①台所用中性洗剤を含ませたスポンジなどで洗う 
⑤水洗いした後、乾いた柔らかい巧でる< / 

•こびりついた汚れは、めるま湯にかし // 

還けてか6スポンジで洗つてくだをい 。! k 

か觸ガ》禍=®箱造の两蓝む樹たま 巡 
ることがを。をす。ヒーターたジト受け部 を 

欄趣下にし、振って水娜、でくだ啸、 ♦ 

乾いた菜百かし饰でふく 


§ 

よ下にしてちる 


麵力巧一 


①プレートびをたたかい聞に柔5かいおや布で巧れをぶを巧る 
③プレートを本なか S はずし、めるま湯と台所用中性お剤を入 
れ、かしまけてか5スポンジで巧う 
⑤水巧いしたを、をし化柔らかい巧でが分をぶき取る 


巧れのこ。 0 ごさがひど L 、、 またはフレートザ巧めてレ S つたとミ 


①プレートに巧を入れ(表面を徒がかぶる舊度觸黒し、满とう 
した S 樹脂製のへラなど、先端の柔5かいをので汚れをこす 
D 取る 

⑤プレートを巧ましてから水をずて、台所用中性洗剤を含ませ 
たスポンジで洗ラ 

③水洗いした後、乾いた柔5かい巧で水分をふを取る_ 

乾いた柔5石ん饰で麻く 


就のこ脚：)まがひ風、とき 


①水を含ませた布で巧れをふき取る 

③最後に乾いた柔らかい布で水分をぶを取る 

垂統濯はしないでくだまい。を落ち•まるの原因になります。 


•ヒーターセット•逛熱が通度謂 
節プラグは絶巧に洗わないで 
ください。く故障の原因） 

巧 研磨韶乂り洗劑•みがを粉•ナ 
イロンまたはを属毁のたわし 
などは使巧しなし巧くだをい。 

逆あ変哲傷などの原因） 

所のをの爐 
素おなどの乃レカリ惟洗剤•菌 
性洗剤など)はを用しないでく 

だをい。(さびの原預） 

•食器洗い乾媒機は使巧しな 
いでくだをい。樓をの原邸 

參本巧ガードを洗ラ場合は总ず 
ヒーター セットと遮新扳をはず 
しでください。做障の原邸 

•プレートの表强や側面および 
裏面に汚れが残ったまま放国 
しなし巧くだをい。またそのま 
ま使用しないでください。 

(付着物びをちに《なるばか 
0でな <、巧をむ百びでをて 
風味を損ないます。また本ホ 
の故障や乂がの原因にな0 
ます。） 

©酸(酌)や絕分(ソ…ス•しょう 
ゆ•塩)などを使用した場合 
は、あずきれいにお手入れし 
てくだをい。(フッ素被膜の厲 
食の原因になります。） 

♦フレートは洗った後、乾いた 
柔らかい巧で水分を十分ぶ 
き巧って通覃し、加氣乾燥を 
しををで、表茵に巧く食巧油 
を塗つてくだをい。 


仕 


參この製品は、日本国巧交流の 0 V 専胤こ投計をれています。爾涵«氏や«巧扇波数の異なるが困では使用できまだん。 
また、アフタ--サ"•"ビスをでをません。 


This appliance was designed for use in Japan onlv 、 
countries where 化ら voltage and frequency vary. Afte 


where the Iocs 

け 8& ldS - S 6 rviC 9 


I voltage supply is AC 100V 
for this appliance i$ not aval 


and should not be used in other 
lable outside of Japan. 



修理を依頼をれる前に- 


こんなとをは 

涵鹿誕節プラグ膊熱棒) 
が善し込めない 


プレートがあたたま S 
ない(通雲しない） 


•度お調べくだをい。 


狼讚べいお把<こと 

巧ヒーターセットブレートぜ正しく 
取りつけ S れていまずか？ 

直し君 1 

正しく取りつけて <ださい。 

•黨茲みブちグが扱けていませんか？ 

確実に差し&んでください。 

參温度調節プラグがきっちりと接続 
をれてし1まずか？ 

温度調節フラグは、フックの半円形の白い 
目印(左ち吕力所)び全部見えるよラに舆ま 
で確黃こ差し込んでくだをい。卜 R 7) 

巧ず熟が足0ないのでは？ 

十分に予熱をしてか S 調理を始めて 
<ださい。（一 P .7) 

♦プレートが汚れていませんか？ 

お手入れしてください。卜 R 14) 

善温度調節プラグを差し这んだまま 
にしてレ^ませんか？ 

溫度調節プラグをはずしてください。 

ノ 


謂理物が焼けにくい 

調理物がひど < 焦げる 

フレ—卜が本体か6 
はずれない 


アフターヴービス 




保挪覆の巧癖のご礁驟と保なのお願い 


おず「巧売店印およびお!！い上げ日」をご確おのうえ、おちい 
上げの販売店た巧受け巧り、内容をよ < お扇みのラえ、大切に 
巧をしてください。 

S 巧^^^ ゴ A 巧因，％レレが巳1卜1 ACP 巧 

，巧触:湖阔炼、が树レ UI ヴけぶり！华 f 錢 


3-據灑をお申しつけがれると班 

ぶ な節巧 閣ホ》■ 

編に體說添えて，お質い上げのにこ獅く路い。 
保証きの記載巧容に基づき修理いたします。 

ぶ保設期間を瓷逛[しているとを夕 

修理すれば使巧できる製励ま、ご要望により有特修理いたし 


修理すれば使巧できる雲 
まず。 

お客様 


4■補修搁性雕挪端)ぶの佩有期閥 B 、 觀邀巧 
ち娜な纔既年閥 

《性能部品とは、そのが品の機能を維持ずるためにが要な 
部品でず。 

廣.腿料錐の忱綱撇 

修理料金は、ほ術料-部品が出張料などで構成立れていまず。 
r 技衞肖 J は、該断•故障箇所の修理おぶび部品交換•調整 • 
修理完了時の点がよどの作業にかかる費用です。 
r 部症げ J は、修理に使巧した部蟲および捕助材•輯代でず。 
r 出巧稱 J は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の 
費用でず。 

■お客様ご自鼻での巧理•巧街や改造は巧财にしな 
し、でください。 


ご相談窓口 


修理•お取0巧い•消耗品や部品ご購入などの 
ご相談は、まずお貿い上げの販売店にお問い 
合わせ < ださい。 

ご転居やご磨答などでお困りの場合、弊社の 
窓口「お客様ご相談センター j にお問い合わせ 
<ださい。 

斯在地•電話番号などは変更になることがあ 
0まずので、あ日かじめご了患ください。 

ホー么ぺージのご蕉內 

部蟲•消耗品•別売扇のご購入専用ページ 

http :// www . zojirushi - de - shopping . com / 


ぉ客樣ご欄せンタ〜&0570-011874 

化すかぉ巿巧涅話料金でご利巧いただけまず 
發巧時間往 00— 口:孤呂巧日〜猫巧日谢日•弊批 ii ! 業日をおく） 

• お巧窜話 • PHS - IP 宙話など(ナビダイヤルが利用でをない巧話） 

でのお問い合わせ . Tel の色)63己6-24已1 

•ファクシミリでのお問い合わせ . Fax の 6)635 良-良143 

苗!晶巧 r 型を•お問いるわせ巧留と、お客眷①「おち前•ご住所ぶ話 
きち • Fa 痛哥をご記入のうえ、お問いをわはくだをい， 

〒前 0- 加43大販耐ヒ区天满1了团9番 S 号 

お宮様か6ご提巧いただく「お名前’ご住所•壁話番号など_!は，裂品の 
アフターサービスおよびその後の受を点検活動のために利用させていた 
だく場合がございますのでご了澡廣います。 
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